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活動報告 

【佐賀県】 

日本プライマリ・ケア連合学会佐賀県支部 活動報告 

1． 佐賀県支部会員数 

医師：36 名 歯科医師：1 名 薬剤師：2 名 その他：3 名  計：42 名（令和 4 年 5 月現在） 

２．活動報告 

会名称/日程 内容 参加人数 

第 1 回 

JPCA 佐賀セミナー 

 

2022 年 5 月 10 日（火） 

19：00～20：30 

症例検討から学ぶ診断推論戦略 

by JUGLER (特別編 2) 

座長：多胡 雅毅 

    （佐賀大学医学部附属病院 総合診療部） 

司会：鋪野 紀好 

    (千葉大学医学部附属病院 総合診療科） 

ディスカッサント 

    志水 太郎 (獨協大学 総合診療医学) 

    佐々木 陽典 

(東邦大学医療センター大森病院 総合 

診療・急病センター) 

プレゼンター 

宇野 純加（佐賀大学医学部医学科） 

指導医・レクチャー 

    山下 駿 

(佐賀大学医学部附属病院 総合診療部) 

114 名 

佐賀県支部 

第 7 回学術集会 

 

2022年12月10日（土） 

13：45～17：30 

ハイブリッド or オンライ

ン 

（予定） 

シンポジウム 

「佐賀県の COVID-19× 

 プライマリ・ケア、総合診療

（仮）」 

座長：多胡 雅毅 

    藤原 元嗣 

    （佐賀大学医学部附属病院 総合診療部） 

演者：阪本 雄一郎 

    （佐賀大学医学部 救急医学講座） 

    阿部 智介（七山診療所） 

    織田 良正 

（社会医療法人 祐愛会織田病院） 

    神代 修 （社会医療法人 祐愛会  

介護老人保健施設 ケアコートゆうあい） 

 

診断推論戦略セッション 

「症例検討から学ぶ診断推論戦略

by JUGLER（特別編 3） 

-佐大総診からエキスパートへの

挑戦-」 

座長：多胡 雅毅 

    （佐賀大学医学部附属病院 総合診療部） 

司会：鋪野 紀好 

(千葉大学医学部附属病院 総合診療科） 

ディスカッサント： 

    志水 太郎 (獨協大学 総合診療医学) 

    佐々木 陽典 

(東邦大学医療センター大森病院 総合 

診療・急病センター) 

    高橋 宏瑞 

(順天堂大学医学部 総合診療科) 

プレゼンター： 
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    福田 ゆい （佐賀大学医学部医学科） 

    池田 奈瑚 （佐賀県医療センター好生

館） 

    甘利 香織 

     （佐賀県医療センター好生館 救急科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【福岡県】 

日本プライマリ・ケア連合学会福岡県支部 活動報告 

 

 福岡県支部では、1 カ月後の 10 月 1 日に、以下ポスターにあるようなオンラインセミナーを開催いたしま

す。以下の解説文にございますように、世話人会のなかで、薬剤師の綱田先生や歯科医師の森谷先生から上が

った視点で、ご存じポリファーマシーを切ってみた、独自路線がウリです。皆様よりこぞってご参加いただけ

れば幸いです。 

申し込みはこちらです。 

https://peatix.com/event/3323758/view 

 
ポリファーマシー（polypharmacy)とは、単に服用する薬剤数が多いのみならず、それに関連して薬物有害事

象のリスク増加、服薬アドヒアランス低下等の問題につながる状態をいいます。ポリファーマシーの類型とし

て処方カスケード（prescription cascade) があり、薬剤有害事象をそれと気づかず薬剤で治療することで、

さらに内服薬剤が増えてしまうという現象を指します。『クスリはリスク』などのキャンペーンによって、ポ

リファーマシーの認知度は上がってきましたが、処方カスケードについては、単純な処方数だけでは気づけず、

代表的な副作用と処方パターンを知ることで ”あれれ”と認知できることがあり、教育的効果が高いのでは

ないか？と、JPCA 福岡県支部会世話人メンバーの間で盛り上がりました。また、世話人の 1 人である森谷先

生からは、歯科現場でも薬害はけっこう経験するとお話しいただき、一同聴き入りました。  

 そこで、今回は特に『処方カスケード』に焦点を当て、薬家を代表して、福岡大学病院薬剤部長の神村教授

に、医家を体表して、プライマリ・ケアにおける老年医学・マルチモビディティ・処方行動などからポリファー

マシーの著作や講演も多数ある栃木医療センターの矢吹先生に、そして、日頃他職種があまり見えていない、

歯科現場で起きているポリファーマシーの現状と提言を、みずどり歯科医院の森谷先生にお話いただきたいと

思います。 

  オンラインのご講演をいただき、最後に登壇者のみなさまのクロストークと、視聴者のみなさまとの質疑応

答も設けたいと思います。 

  『それって処方カスケードじゃない？』と翌日から気付けるような 2 時間にしたいと企画運営をしておりま

https://peatix.com/event/3323758/view
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す。どうぞご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

文責  福岡県支部 副支部長 吉田 伸 

 

 
【鹿児島県】 

日本プライマリ・ケア連合学会鹿児島県支部 活動報告 

 

（1）第 59 回鹿児島地域医療教育講演会 

 日時：令和 4 年 7 月 7 日（木） 18：00～19：00 

 場所：WEB 配信  

主催：鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 地域医療学分野/離島へき地医療人育成センター 

    鹿児島大学医学部 

    鹿児島県くらし保健福祉部 医師・看護人材課 

共催：日本プライマリ・ケア連合学会鹿児島支部会  

後援：鹿児島県医師会 

演題名：「離島・僻地の実際～諏訪之瀬島よりライブ中継」 

 講師：鹿児島赤十字病院 総合診療科 医師 豊留孝史郎 先生  

参加者：105 名 

 

（2）第 60 回鹿児島地域医療教育講演会 

 日時：令和 4 年 7 月 12 日（火） 18：00～19：00 

 場所：鹿児島大学医学部第 5 講義室 (医学部臨床講義室棟 3 階)・WEB 配信 

主催：鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 地域医療学分野/離島へき地医療人育成センター 

    鹿児島大学医学部 

    鹿児島県くらし保健福祉部 医師・看護人材課 

共催：日本プライマリ・ケア連合学会鹿児島支部会  

後援：鹿児島県医師会 

演題名：「教育フィールドとしての離島へき地」 
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講師：鹿児島大学 地域医療学分野/離島へき地医療人育成センター 

     センター長兼教授  大脇哲洋 先生 

参加者：114 名 

 

（3）第 61 回鹿児島地域医療教育講演会 

 日時：令和 4 年 7 月 14 日（木） 18：00～19：00 

 場所：WEB 配信 

主催：鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 地域医療学分野/離島へき地医療人育成センター 

    鹿児島大学医学部 

    鹿児島県くらし保健福祉部 医師・看護人材課 

共催：日本プライマリ・ケア連合学会鹿児島支部会  

後援：鹿児島県医師会 

演題名：「十島村巡回診療」 

講師：鹿児島県立大島病院 救命救急センター 辻絋明 先生 

参加者：100 名 

（4）第 62 回鹿児島地域医療教育報告会 

 日時：令和 4 年 9 月 10 日（土） 9：00～12：00 

 場所：鹿児島大学医学部 鶴陵会館・WEB 配信 

主催：鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 地域医療学分野/離島へき地医療人育成センター 

    鹿児島大学医学部 

    鹿児島県くらし保健福祉部 医師・看護人材課 

共催：日本プライマリ・ケア連合学会鹿児島支部会  

後援：鹿児島県医師会 

内容：鹿児島大学医学部地域推薦枠医学科 3 年生による地域医療研究報告 

 参加者：90 名 

 

 


